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たつは，原点の位置が僅かながら異なるのであるが，よ

く類似したベクトルであることが分る．

　予測地点のベクトル祝から鞠を経て，予測値が算出

できる．予測値は，g擁に相当する値，すなわち季節，，

昼夜別のエネルギー供給時問として出力されることが望

ましい．この予測値のベク．トル銑ば，，

　　　飾＝澱o／Bノ＋諏ノ

で与えられる．

　5．3．模擬予測について

　海岸の場合と同様，内陸においても模擬予測による予

・測的中率をみてモデルを選択する．このときの式（18）

の右辺はSであり，L番目の模擬予測値算出の場合に

限り，式（19）の右辺が適用できる．このときのZ＊，Z＊

はL次，ZαノZαは（五一1）次の行列となる．一般には，

づ番目の地点の模擬予測の場含，z＊ノz＊における第i

行，づ列を除外し，残る行列が式（19）のZ。ノZ。に，

一除外した列がZαノ20と20／20（ズ番目の要素）に，それ

ぞれ相当する．さらに行列rの第づ列も除外するため，

残りの行列の平均値は，僅かながらゼ・ではない．この

「ための補正が，模擬予測の過程では必要となる．

　次報で，具体的な予測モデルとそれによる模擬予測の

結果を示す．
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